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昨年の冬の集会で講演をしていただ

いた石井拓児さんに再び登場していた

だきました。

『歴史は繰り返される』

１９５０年代に発生した貧困問題、

学力問題等、さまざまな問題や課題。

現代に通じるものがあります。

そんな５０年代に教職員の中から生

まれた言葉「学校づくり」。教職員だ

けでなく、地域と一体になって学校・

子どもたちを良くするために何が必要

か。いくつかの問題が提起されていま

す。

《いろいろな学校》

全国にはさまざまな場所にさまざま

な形態の学校があります。離島にある

学校、山の中にある学校、そして教育

再生会議で打ち出されている小中一貫

校。実際に勤務している学校事務職員

に様子を伺いました。

２０１３冬の集会in大阪で行った
講演は１２１号に掲載されてい
ます


